








<はじめに〉 

神経筋疾患患者では、屡加齢と共に呼吸筋不全に基づく呼吸不全状態が出現してくる。こ

の場合多くは入院管理を必要とし、完全な回復による退院は困難なことが多い。最近体外

式人工呼吸器使用により、自宅療養、普通学級への通学可能となったネマリンミオパチー

の一女児例と慢性の回復不能の強い呼吸不全状態があったが、家族の強い希望で医療チー

ムを組んで自宅療養を試みた例を経験した。これらの例を通して、慢性の呼吸不全状態の

神経筋疾患患児の家庭管理の可能性を追求することを目的とし検討した。 


